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 本科目は、大学院留学生を対象として週 1 コマ開講しており、春学期は口頭発表を、
秋学期は論文作成をオンライン授業で行った。口頭発表は、中国人 4 名で全員博士前期
課程で在学しており、商学部 2 名、経済研究科 1名、言語コミュニケーション文化研究
科 1名が受講していた。到達目標としては「講義やプレゼン演習を通し、日本語のアカ
デミックな表現を用いて、より良い口頭表現を行うための観点や態度を養う」とした。
論文作成の授業は、博士前期課程に属している総合政策研究科 2名、経済学研究科１名、
言語コミュニケーション文化研究科１名、文学研究科１名で、全員中国人の学生が受講
していた。到達目標は「学術的文章で使われる表現、文章の展開のしかたを学び、日本
語で論文が書けるようになる」であった。 
 
2.授業内容 
 口頭発表は、発表資料の作成方法について説明し、各自作成した資料で発表を行う授
業であった。論文作成は、より説得力ある論文作成ができるように、基本的な表現・語
彙などの指導した。ただ、今年度は、コロナ禍の下により、オンライン授業となったた
め、以下の工夫を行った。まず、オンライン特有の「繰り返して説明を受けることがで
きる」というメリットを活かし、資料の作成方法や解説などの部分はオンデマンド式で
説明を行い、復習のために理解度チェックできるような課題を提示した。その上、実際
に発表資料を作成し、Zoom を利用して発表した後は、質疑応答とフィードバックを行
った。また、課題提出は、LUNA の掲示板を活用して、学生同士でも互いの課題を共有
し、コメントやフィードバックなどを行うように工夫を行った。 
 
3.成果と今後の課題 
 本科目は、引用の重要性や相手によりわかりやすく伝えるための方法を身につけるよ
うに、受け手を認識し繰り返して練習を行った。しかし、今年度はオンライン授業であ
ったため、以下のような問題点があった。まず、オンライン授業は対面授業より質問を
控えたため、理解度や態度などの把握が困難であった。また、互いに意見交換や情報共
有をしながら活発なディスカッションをやってもらいたかったが、円滑にできなかった
ことも反省点である。他に、それぞれ異なる分野の研究科が集まっていたため、十分な
対応ができない部分もあった。このような点については今後の課題としたい。 
